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植林で示せわれらの郷土愛

町
ぐ
る
み
の

植
林
運
動

組
合
を
つ
く

つ
て
推
進

わ
が
国
見
町
の
山

林

は

約
一

、二
〇

〇
町
歩

、
外
に
宮

城
県

地
城

に
有
す

る
北
山

組
合
・
入

山
財
産
区
・
藤
田

財
唯
区
の
分
約
八

〇
〇
町
歩
を
合
せ

て
約
二
、
〇
〇
〇

町
歩
で
あ

る
。
こ

の
巾
植
林
さ
れ

た

山
林
は
約
四
〇
〇
町
歩
で
、
あ
と

の

Ｉ
、

六
〇
〇
町
歩

は
未
貊
林

圸

で
あ
る
。

農
業
の
近

代
化

と
合
理
化
を
は
か

り
、
他
職
業

と
均
衡
の
と
れ

た
生

活
が
出
米

る
よ
う
農
業
の
再

細
制

を
叫

ば
れ
て

い
る
と
き
、
山
林
行

政

は
、
わ
が
国
見
町
に
と
っ
て
極

め
て
重
要
な
仕
事
で
あ
る
と
共

に

国
で
も
大

い
に
関
心
を
も
・ち
、
補

助

金
を
安
付
し

て

奨

励

し
て
い
。

る
Ｑ

膃
林

は
、
最

初
五
年
問
手
入

れ
を

す
れ
ば
、
後

は
自
然
生
長
す
る
も

の
で

、
最
近
肥
料
を
ほ
ど
こ
す

よ

う
に
な
っ
て

か
ら
そ
の
生
長
は
き

わ
だ
っ
て
早
く
、
十
年
後
に
は
間

氏
の
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
又
農
業
椢
造
の
改
革

に
あ

た
り
今
後
譏
械
力
を
利
川

し
て
能

率
を
あ
げ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

林
業
の
合
理
化

、
近

代
化

は
日
を

追
っ
て
す
す

め
ら
れ
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。

わ
が
国

見
町
で

も
、
遠
大
な
る
計

画

の
も
と

に
、
昭
和
三
十
六
年
度

か
ら
全
町

に
わ
た
っ
て
植
林
組
合

を
結
成

し
、
各
部
落
一
せ
い
に
植

林
す

る
こ
と

に
な
っ
だ
の
は
ま
こ

と

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

明

る

い

交
通

読

本
(三)

楽
し
く
学
校

へ

新
入
学
生
と
保
護
者
の
皆
さ

ん
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。‐１
行
つ
て
ま
い
り
ま
す
」

と
毎
朝
元

気
よ
く
出
か
け
る
子

供
さ
ん
の
後
姿
を
見
て
、「
き
よ

う
も
ど
う
か
無
事
で
帰
る
よ
ｙ

に
」
と

祈
り
、
‐１
た
だ
い
ま
」

と

い
う
元

気
な
声
を
聞

い
て
ほ
つ

と
安
心
さ
れ

る
お
気
持
は
、

と

な
た
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

交

通
小
故
を
防
ぐ

に
は

ど
う

し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う

か
。

昨
年
中
の
・福
烏
県
の
子
供
の

交
通
事
故
は
四
五
二
件

あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
う
ち
一
四
五
件

（

三
二
％

）
は
子

供
さ
ん
の
不

注
瓜
に
よ

る
も
の
で
、
事
故
の

原
囚
の
主
な
る
も
の
を
分
け
て

み
ま
す
と

○
車
０
す
ぐ
前
や
す
ぐ
後
の

枇
断
　
　
　
　
　

七
三
件

（

止
ま
っ
て

い
る
軍
も
ご

用

心
下
さ
い
）

○
幼

児
の
一
人
ル
き
二
九
件

○

自
伝

車
乗
り
が
へ
た
な
た

め
　
　
　
　
　
　

二
二
件

○

道
路
で
遊

ん
で
い
た
も
の

一
四
件

と
な
っ
て

い
ま
す
。

次

に
道
路
交
通

法
に
定
め
て

あ
る
だ
卜
じ
な
点

を
あ
げ
て
み

ま
す

。

一
、
人

は
右
京

は
左

ま
ず
だ
い
じ
な
こ

と
は
「
人

は
右

車
は
左
」
の
対
面
交
通

で
す

。
こ
れ

は
お
と
な
が
綴

朧

を
示

さ
な

い
と

、
子
供
さ

ん
は
な
つ
と
く
し

ま
せ

ん
。

二

、
子
供
さ

ん
の
遊
ぎ

交
通
の

は
げ
し
い
道
路
ま
た

は
踏
切
付
近
の
道
路
で
子
供

さ

ん
を
遊
ば
せ
て
は
な
り
ま

せ

ん
。

三
、
子
供
さ
ん
の
一
人
歩
き

こ
れ
ら
の
場
所
で
幼
児
（

六

才

未
満
の
子
供

さ
ん
）
を
歩

か
せ
る
と
き

は
、
お
と
な
が

付

き
添
っ

て
い
な
け
れ

ば
な

り
ま
せ
ん
。

四
、
一
般
歩
行
者

の
義
務

小
学
校
や
幼
椎
圉
に
通
う
子

供
さ
ん
が
安
全
に
通
行

で
き

る
よ
う
に
、
そ

の
塲
に
居

介

せ
た
人

は
必
要

に
応
じ
て
手

を
引
い
て
や
る
と
か
、
合
図

を
す
る
と
か
適
当

な
方
法

を

と
っ
て
や
る
こ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
。

五
、
運
転
者
の
義
務

車
の
運
転
者

は
、
付
添
人
の

い
な
い
子
供

さ
ん
が
道
路
を

通

行
し
て

い
る
と
き
は
、
一

た
ん
止

ま
る
か
、
ま
た
は
徐

行

し
て

、
そ
の
通
行
を
妨
げ

な
い
よ
う

に
す

る
こ
と

に
な

っ

て
い
ま
す
。

4月18日

県
知
事
を
迎
え
て

盛
大
に
植
樹
祭

昭
和
三
十

六
年

度
緑
の
旬
間

に
あ

た
り
、
伊
達
地

方
国
土
緑
化
推
進

委
員
会
、
国

見
町
共

催
で
、
四
月

十
八
日
午
前
九
時
よ
り
石
母
田
財

産
区
林

に
お
い
て
、
植
樹
祭
を
行

な
う
こ
と
に
な
っ

た
。

こ
れ

に
は
佐
藤

県
知
事
を
始
め
山

林
関

係
者
多
数

の
参
列
か
お
り
、

国
を
挙

げ
て
国
土
緑
化
を
進
め
て

い
る
と
き
、
誠
に
意
義
深
い
催

う

し
で
あ
る
。
わ
が
国

見
町

の
植
林

運
動
も

こ
れ
を
期
と
し
て
ま
す
ま

す

盛
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。

議会だよリ

三

月

定
例
町
誦

会

三
十
六
年
度

町
一
般
会
計

予
算
等
審
泌

三
月
二
十
二
日

国
見
町
議
会
定
例

会
が
開

か
れ
、
会
期
四
日
議
案

次
の
通
り

日
程
第
一
　

国
見
町
議
会
議
員

の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

の
件

仝
　

第
二
　

国
見
町
特
別
職
の

職
員

で
非
常
勤

の
も
の

の
報

酬
及

び
費
用
弁
貭

に
関
す

る

一
部
改
正

の
件

仝
　

第
三
、
第
四

略

仝
　

第

五
　

国
見
町
税
条
例
の

一
部
改
正

の
件

仝
　

第

六
～
第
十
二
迄
略

仝
　

第
十
三
　

土
地
改
良
区
長

期
債
予
算
外
義

務
負
担
の
件

仝
　

第
十
四
～
第
二
十
迄
略

仝
　

第
二
十

一
　

昭
和
三
十
五

年
度
国
見
町
歳
入
歳
出
追
加

更
正

予
算

仝
　

第
二
十
二
　

国
見
町
財
産

報

告
の
件

仝
　

第
二
十
三
　

昭
和
三
十
六

年
度
国
見
町
入
山
財
産
区
歳

入
歳
出
予
算

仝
　

第
二
十
四
　

昭
和
三
卜
六

年
度
国
見
町
藤
田

財
産
区
特

別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

仝
　

第
二
十
五
　

昭
茫
一
丁

六

年
度
国
見
町
国
民
健
康

保
険

特
別
会
計
歳
入

歳
出

予
算

仝
　

第
二
丿
六
　

昭
茫
一
子

六

年
度
国

見
町
上
水
道
特
別
会

計
歳
入
歳

出
予
算

仝
　

第
二
十
七
　

昭
和
三
卜
六

年
長
囚
見
町
歳
入
歳
出
予
算

仝
　

第
一
一
十
八
　

中

牛
企
業
等

育
成
預
託
の
件

仝
　

第
ニ

ー
九
　

国
見
町
職
員

定
数
条
例
の
一
部
改
正
の
件

昭
和
3
6年
度

国
見
町
予
算

編
从
方
針

气

町
税

を
減
税
し
つ
つ
効
率

予
算
の
編
成

と
健
全
財
政
を

堅
持
し

、
い
や
し
く
も
単
年

度
赤
字
を
生
じ
し
め
な
い
。

二

、
一
応
現
行
制
度
に
よ
る
年

度
聞
の
総
見
積
り
と
し
、
今

後
制
度
改
正
に
よ
る
補
正
又

は
や
む
を
得
心
い
緊
急
な
も

の
は
追
加
予
算
に
よ
っ
て
拑

置
す

る
、。

ヨ
、
町
政
施
策
の
重
点
は
町
民

福
祉
の
向
上
と
し
、
新

町
建

設
計
両
雄
業
は
努
め
て
計
上

Ｌ

、
町
の
事
務
事
業
及

び
諸

施

設
は
、
効
率

的
迎
営

を
図

っ
て
極

力
簡
素
介
理
化
す

る

四

、
人
件
曹
は
、
昇
給
昇
格

を

見
込

み
、
物
げ
費
、
負

担
金

等
は
羂
年
度
当

初
予
算

額
程

度
に
押
え
、
伽

力
消
費
的
経

費
の
節
減
に
努
め
る
。

ふ
る
さ
と
の
便
り

こ
の
「
く
に
み
」
を
異
郷

の
み
な
さ
ん
に
届
け
て

下

さ
い

「
ふ
る
さ
と
の
便

り
」

こ
ん
な
顎

名
の
教
育
映
画
か
あ
り
ま
す
。
季

節
的
な
出
稼
ぎ
の
人
々
だ
け
で

な

く
、
故
郷
を
去
っ
て
異
郷
に
住
み

込
ん
で
い
る
若
人
た
ち
に
も
、
こ

の
「

く
に
み
」

を
送
っ

て
や
っ
て

下

さ
い
。
こ
れ

か
ら

は
で
き

る
だ

け
ふ
る
さ
と
の
動
静
が
解
る

よ
う

に
、
出
来

事
を
掲
載
し
た
り
友
達

や
先
生

の
政
見
を
の
せ
た
り
、
出

隙
ぎ
の
人
や
、
遠
く
に
去
っ

た
若

者
た
ち
、
集
団
就
職
し
た
青
少
年

た
ち
の
た
よ
り
も

掲
載
し
た
い
と

邨
じ
ま
す

。
ご
協
力
願
い
ま
す

。

尚
こ
の

／
ヽ
に
み
し
は
、
海
月
多

少
の
よ
分

か
刷
っ
て
あ
り
ま
す

の

で

ご
冷
眼

の
方
は

ご
遠
隰
な
く
係

り
ま
で

お
巾
出
で
下
さ
レ
。

新しいスベリ台……うれしいな

新
し
く
な
っ
た
ス
ペ
リ
台

藤
田
保
回
所
後
優
会
（

余
長
武
旧

文
治
氏
ｙ

で
は
こ
の
た
び
会
政

及

び
一
般

か
ら
約
五
万
円

の
寄
付

か

仰
ぎ

、
町
よ
り
几

万
円

の
助
成
か

受
け
て
、
新
し
い
す

べ
り
台
（

約

四
万
五
千
円

）
噴
水
池
拡
張
（

六

に
五
百
円
Ｊ
　レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ

ー
（

約
六
卜
円

）
等
を
設
術
し
て

や
つ
だ
の
で

、
子

ご
も
た
ち
は
大

喜
び
で

あ
る
。

胄
こ
れ

に
つ
い
て
武
…旧
会
長
は
次

０
．
よ
う
に
感
謝
の
辞
を
述
べ
て
い

「
先
般
来
皆
様
に
、
保
育
所

の
す

べ
り
台
設
置
の
た
め
寄
付

金
募
集

を
お
願
い
申
上
げ
ま
し

た
と
こ
ろ

羂
愛
島
ふ
る
る
御
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
立
派
な

、
半
永
久
的

な
も
の
が
出

米
上
り
、
幼
児
た
ち

は
５
ら

ら
か
な
陽
光
を
浴
び
て
、

毎
日
楽
し
く
遊

ん
で
い
ま
す
。
尚

宇
定
以

上
の
ご
協
力
を
得
ま
し
た

の
り
Ｉ、
喰
水
池
拡
張
工
事
そ
の
他

に
も
使
にわ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
々
介
せ
て
ご
報

告
申
上
げ
、

お
糺
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
良

一
写
真
一

は
新
し

卜
す

ぺ
り
台
を

囲
打
幼
旧

た
ら

、
保
育
所
に
は

こ
と
Ｌ

も

匸
一
〇
名
の
幼
児
が

入
っ
て
去

る
六
Ｈ
入
所
式
を
行

な
っ
た

厚
生
課
だ
よ
リ

○
火
葬
場

は
桑
折
町
へ

国

見
町
火
葬
場
は
都
合
に
よ
り
廃

止
し

、
洫
折
町
火
葬
場
を
桑
折
町

民
な
み
の
利
用
料
（

大
人
一
体
一

八
〇
〇
円

）
で
使
用

、
そ
の
手
続

及

び
料
金
の
納
付
も
国

見
町
役
場

で
で
き
る
よ
う
話
し
合
い
が
っ
い

た

）○

葬
祭
費

匸
○
Ｏ
○
円

支
給

国

保
陂
保
険
者
に
は
、
か
ね
て
出

生
の
場
合
助
唯
費
と
し
て

气

○

○
○
円
を
給
付

し
て
い
た
が
、
今

川
假
保
険
者
死
に
の
現
今

、
難
祭

費
と
し
て
、
葬
祭
を
隹

な
む
も
の

に
金

。
、
○
○

○
円

を
削
り
、
弔

意
を
表
わ
す

こ
と
に
な
っ
た
。

○
国
医
医
険
税

約

コ

乱
ぶ
Ｌ

‥衽
か

か
ね
て
新
聞
紙

等
で
報
道
の
通
り

診
療

曹
の
値
上

げ
が
医
師
会
と
厚

生
省
で

話
廴

卜
が
進
め
ら
れ
、
木

年
匕

月
頃

か
ら
実
施
の
見
込
み
な

の
で

、
当
町
国
保
で
も
対
策
を
立

て
、
予
算
化
を
考
え
て
い
る
。

ラ

ジ

オ

農

業

学
校

テ

キ

ス

ト
（
Ξ

畠
）

希
望
者
は
至
急

公
民
舘
へ
申
込

ま
れ
た
い

昭和３６年 度予算総括表 (単位千 円)

歳　　　　　　　　　 入 歳　　　　　　　　　 出

科　　 目

町　 税

地方
交付税

公共企業及
財 産 収 入

使川料 及
手 数 料

国庫支出金
県 支出金
寄 付 金
継 越 金
繰 入 金

雑 収 入
町　　 債

分担金
及

負 担 金．
合　　 計

36 年 麑

予　 算

＝-= ・
千

22 , 511

20 , 540

519

2 , 169

7 , 737

1 , 339

216

1 , 200

0

4,り99

2 , 244

0

63 , 476

35 年 度

予　 算

千

23 ､ 687

19 , 432

4

1 , 418

3 , 487

1 , C62

137

510

0

631

0

4S0

50 , 851

比

川

＝　１ 千

】, 103

515

750

4 , 250

277

76

690

4 , 367

2244

12 , 625

校

誠

一　 一
千

1 , 176

480

百 分
比

35.5
32.4

0.8

3.4

12.2

2.1
0.3
1.9

7.9
3.5

100.0

科　　 目

-一一一

議 会 費
役 場 費

消 防 贄土 木 費
教 育 費

社会労働
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35 年 度

予 算

千
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比
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増

、 ＿

干
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4  ,  457

4  ,  904

299
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較

＝　-= ㎜㎜㎜
減

千

531

2  ,  279

97

17

百 分`
比

千

】 ,  046

16  ,  623

2,182

3  ,  096

16  ,  025

7  ,  636

1  ,  779

2,628

223

112

152
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9  ,  018
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3.4
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0.4
0.2
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○

ラ

ジ

オ

農

業

学

校

は・
み

ん

な

の

広

場

…
…
…

毎

朝

六

時

半

よ

り



二
十
八
部
落
が
完
納

大

杢

尸
（
広
）、
大

枝
（
朮
）両

地

区

表

彰

酒

井

氏

に

感

謝

状

わ
が
町
の
町
税

納
付

成
績

は
飛

躍
的
に
卜
昇

し
、
昭
和
三
十
三
年

度
の
完

納
部
落

は
十
、
昭
和
三
十

四
年
度

は
二
十
と
な
り

、
本
年
度

は
四
十
九
部
落

の
う
ち
二
十
八
の

部
落
が
完

納
し
、
四
月
十
一
日
に

納
税
貯
蓄

組
合
長
会
議
を
開
き
完

納
二
十

八
部
落

と
総
合
成
績
最
高

の
大
木
戸
地
区

茲
に
二
位
の
大
枝

地
区

を
表
が
し

た
。
な

お
納
税
貯

蓄
組
合
の
育

成
強
化
等

に
多
年
に

亘
り
功
労
の
あ
つ
た
前
大
木
戸
地

区
総
合
納
税
貯
蓄
組
合
長
酒
井
保

氏

に
感
謝

状
を
旧
り
多
年
の
労
苦

に
報
い

た
。

掏
区
別
納
付
成
績

並
に
完
納
部

落
左
の
と

お
り

（
二

般
町
税
、
国
民
健
康
保
険
和

の
合
計

）

ま
　

お
讐

四

順

作

藤
　

田
　

九
七
、
〇
　
　

八
八
、四

小
　

坂
　

九
八
、
六
四
　

九
五
、四

森
江
野
　

九
八
、
四
一
　

九
四
、四

大
木
戸
　

九
九
、
四
六
　

九
七
、二

大
　

枝
　

九
九
、
三
三
　

九
二
、
六

総
合
　

九
八
、ニ

ー
　
九
五
、二

完
納
部
落

藤
田
地
区
　

大
町
圉

、元
町

、石
毋

田
表
、
石
母
田
北
、
石

母

出
原

、
石
母
田
酉

小
坂
枸
区
　

前
田

、
板
橋

、
泉
田

上
、
泉
田
中

、
泉
田

下

、
鳥
取
、
内
谷

東

森
江
野
地
区
　

第
二

、
第
六
、
第

七
、
第
八
、
第
九
、
第

十
、
第
十
一
、
第
十
二

大
木
戸
地
区
　

高
城
、
光
明
寺

大
枝
地
区
　

北
部
、
中
部
、
並
柳

築
舘

、
原
町

町
税
の
税
率
が
引
下
げ

国
税
の
税
制
改
正

に
伴
な
い
地

方

税

制

も
一
部

改
正
さ
れ
ま
し

た
）当

町

に
お

い
て
も
去
る
三
月
の

町
議
会
の
議
決
を
経
た
の
で
、
昭

和
三
十
六
年
度
よ
り
左
の
よ
う
に

減

税
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

０
町
民
釉
の
所
得
割
の
税
率

（
別
表
の
と
お
り

）

○
所
得
割
の
税
額
控
除

扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
三
〇
〇

円
で
あ
っ
た
の
を
扶
養
親
族
の

う
ち第

一
順
位
　
　
　

五
〇
〇
円

第
二
第
三
順

位
　

四
〇
〇
円

第
四
順

位
以
下
　

三
〇
〇
円

に
改

め
た
。

○
固

定
資
産
税

の
税
率

改

正
前
　
　
　

改
正
後

百
分
の
『

五
　

百
分
の

Ｉ
、
四

○
軽
自
動
車
鴉
の
税
率

乗
用

耕
う
ん
譏
は
咏
排
気
量
に

よ
っ

て
八
〇
〇
円
、一
、一
一
〇
〇

円
で

あ
っ
だ
の
を

一
律

に
『

○
○
○
円
と
し
た
。

従
来
法
定
外
普
通
税

と
し
て
課

し
て

お
っ
た
犬
税
を
廃
止
し
た
。

こ

の
た
め
町
の
自
主
財
源
中
大

宗

を
し
め

る
町
税
が
減
収
に
な
り

町
財
政
運
営
が
相
当
圧
迫
さ
れ
ま

す

の
で

、
全
町
皆
様
の
愛
郷
精
神

に
う
っ

た
え

、
総

て
の
納
税
者

が

納

期
内

に
完
納

さ
れ

る
こ

と
を
期

待
す
る
も

の
で
す

。
（
税

務
課
）

農
業
解
放
に
最
後
の
仕
上
げ
汐

小
作
址
解
消
に
大
巾
な
融
資

農
地

は
耕
作
者
自
ら
が
所
有
す

る
こ
と
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
い

う
農
地
法

の
趣
旨
に
の
っ

と
り

。

わ
が
国
見
町
農
業
委
員
会

に
お
い

て
は
、
刪
日
ま
で
小
作
地
解

消
に

努
力
し
、
相
当
の
成
果
を
収
め
て

來
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
他
町
村

に
先
が
け
て
「
自
作
農
創
設

資
金

運
用

に
よ
る
小
作
圸
解
消
」
町

と

し
て
指
定
さ
れ
る
事
に
な
っ

た
。

こ
の
運

動
は
、
昭
和
三
十
六
年
度

か
ら
三
十
八
年
度
ま
で

、
三
ヶ
年

継
続
し
て
行
な
う
も
の
で
、
国
庫

よ
り
大
巾
な
資
金
の
融
資
が
示
さ

れ
て
い
る
。

農
業
構
造
の
改
善
、
経
営
の
合

理
化

に
よ
り
生
産
の
増
加
が
暘
ば

れ
て
い

る
と
き
、
こ

の
推
進
運
動

は
当
町
農
家
に
と
っ
て
ま
こ
と
に

意
義
多
い
も
の
と
信
じ
ら
れ
る
。

町
並
に
町
農
業
委
員
会
で
は
、
こ

れ
が
円
滑
な
る
推
進
と
円

満
な
目

的
達
成
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
必
要

な
機
構
を
設
け
推
進
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
熊
坂
経
済
課
長

は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
近
く
地
主
や
小
作
人
各
位
の
ご

参
集
を
願
い
、
懇
談
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
当

事
者
の
合
意
契
約
で
あ
り

そ
の
実
現

に
は
い
ろ
い
ろ
困
難

な

事
情
も

あ
る
こ

と
と
思

う
の
で
、

地

主
各
位

、
小
作
人
各
位

の
互
濮

の
精
神

を
も
っ
て
、
円
満
な

る
相

談
が
出
来

る
よ
う
念
願
し
て
や
み

ま
せ
ん
。
渮
す
で

に
契
約
成
立
し

て
い
る
方
は
す
み
や
か
に
当
委
員

会
に
申
出
で
願

い
ま
す
。
」

三
万
円
以
下
の
金
額

三
万
円
を
こ
え
る
金
額

五
万
円
を
こ
え
る
金
額

八
万
円
を
こ
え
る
金
額

十
五
万
円
を
こ
え
る
金
額

二
十
万
円
を
こ
え
る
金
額

三
十
万
円
を
こ
え
る
金
額

五
十
万
円
を
こ
え
る
金
額

八
十
万
円
を
こ
え
る
金
額

百
万
円
を
こ
え
る
金
額

改
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　前

百
分
の
二

百
分
の
二
、
二

百
分
の
三

百
分
の
三
、一

百
分
の
三
、
五

百
分
の
四
、一

百
分
の
四
、四

百
分
の
五
、四

百
分
の
五
、五

百
分
の
六

十
万
円
以
下
の
金
額

十
万
円
を
こ
え
る
金
額

二
十
万
円
を
こ
え
る
金
額

五
十
万
円
を
こ
え
る
金
額

百
万
円
を
こ
え
る
金
額

百
五
十
万
円
を
こ
え
る
金
額

二
百
五
十
万
円
を
こ
え
る
金
額

四
百
万
円
を
こ
え
る
金
額

六
百
万
円
を
こ
え
る
金
額

改
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　

後

百
分
の
二

百
分
の
三

百
分
の
四

百
分
の
五

百
分
の
六

百
分
の
七

百
分
の
八

百
分
の
九

百
分
の
十

含
み
も
わ
た
し
も

ラ
タ
諸
農
業
学
校

「
み
ん
な
の
広
場
」

に
若
林
・
中
野
君
ら
放
送

か
ね
て
計
画
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

福
島

放

送
局

と
県
並
に
県
教
育
委
員
会

主
催
ラ

ジ
オ
農
業
学
校
は
、
今
月

三
日
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
毎
週
月

火
水
木
の
四
日
は
、
テ

キ
ス
ト
に

よ
る
講
義
が
行
わ
れ
、
金
曜
日
に

は
「
み
ん
な
０．
広
場
」
と
し
て
現

地
の
状
況
や
質
問

に
答
え

る
放
送

が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
そ

の
第
一
回
目
で
あ
る
七
日
の
朝
は

わ
が
国

見
町
の
関
係
者
の
座
談
会

が
放
送
さ
れ
た
。
こ
の
座
談
会

に

は
、
若
林
清
一
（
国
見
巡
青
団
長

）

中
野
忠
重
（

藤
田
青
年
団
長

）
農

業
改
艮
普
及
所
高
坂

技
師
、
公
民

舘

鈴
木

主
事
の
四
名

が
出
席
し
、

県
改
艮
課
中
村
技
師
を
囲
ん
で
行

わ
れ

た
。

爾

、
わ
が
町
で
は
、
本
紙
や
農

業
推
進
員
の
手
で
Ｐ
Ｒ
し
た
お
か

げ
で
申
込
者
も
相
当

に
多
く
、
こ

れ
ら
の
家
庭
で
は
毎
朝
、
朝
食
の

び
と
と
き
、
ラ
ジ
オ
を
囲
ん
で
、

家
族
ぐ
る
み
で
聞

い
て
い
る
。

次
に
こ
れ
を
利
用
し
て
い
る
人

人
の
感
想
を
き

い
て
み
る
。

○

青
年
学
級
の

職
業
科

と
し
て

小
坂

の
青
年
Ａ
君

こ
れ
ま

で
青
年
学
級
で
、
農
業

の

勉
強

を
し
よ

う
と
思
っ

て
も
、

適
当

な
指
導
者
や
テ

キ
ス
ト
が
得

ら
れ
な

い
で
困
っ
て
い

た
が
、
こ

れ
を
利
用
す
れ

ば
大
し
た
も

の
だ

み
ん
な
で

大
い
に
や
ろ
５
．

○
婦
人
た
ち
に
も

大
切
な
勉
強
で
す

藤
田

の
良

家
の
主
婦

Ｅ
　

さ
　

ん

Ｅ

た
く
し

た
も
の
よ
う

に
王ヽ
人

が
勤
め
に
出
て

い
る
場
合
・、

主
婦

は
い
わ
ば
鍬
頭
で
す

か
ら
、
こ
れ

ぐ
ら

い
の
知
識

は
必
要
だ
と
思
っ

て
、
い
っ
し
よ
う
け
ん
め
い
き
い

て

い
ま
す
。
婦
人
会
や
知
人
学
級

の
講
座
に
も
と
り
入
れ
て
も
ら
い

た
ひ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
系
統
的
な
勉
強

と
し
て
大
い
に
結
構

森
江

野
の
篤
農
家
Ｃ

さ
ん

篤
農
家

な
ん
て
偶
然
に
で
き

る

も

の
で

は
な
い
、
こ
う
い
う
基
本

的
な
も
の
を
一
つ
一
つ
勉
強
し
、

実
行

に
う
っ
た
え
な
。か
ら
わ
が
も

の
に
し

ブ
い
く
、
若

い
う
ち

か
ら

こ

う
し
た
系
統
的
で
し
か
も
地
域

の
実
情

に
合
っ
た
も

の
に
つ
い
て

勉
強

し
て
お
け
ば
、
一
生
に
と
っ

て

ど
れ
だ
け
テ
ラ
ス
に
な

る
か
知

れ
な

い
。

○
す
ば
ら
し
い

テ
キ
ス
ト
だ

大
木
戸

の
推
進
員
Ｄ

さ
ん

す
ば
ら
し
い
テ

キ
ス
ト
だ
。
日

本
一

よ
く
て

、
し
か
も
日
本
一
安

い
と
い
う
の
で
、
み

ん
な
大
よ
ろ

こ
び
で
す
。
み

ん
な

に
お
す
す
め

し
て
ほ
ん
と
に
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

○
農
村
の
嫁
の
座
を
高

め
る
た
め
に
農
事
の

知
識
と
技
術
を
身
に

つ
け
た
い

大
枝
の
女
子
青
年
Ｅ

さ
ん

近
頃

、
農
家
の
嫁
に
な
り
て

が

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
た

く
し

た
ち
が
み
ん
な
で
農
村

か
ら

逃
げ
出
す
こ
と
ば
か
り
考
え
て

い

た
ら
、
農
村
否
日
本
の
国

は
ど
う

な
る
で

し
ょ
う
。
女
で

も
こ
れ
ぐ

ら
い
の
こ
と
は
よ
く
勉
強

し
、
農

事
に
つ

い
て
の
知
識
と
技
術

を
身

に
つ
け
て
稼
い
だ
な
ら
、
跛

の
座

も
今

よ
り
は
ず
つ
と
高
ま
る
で

し

どうぞ　 よろしく二……(新任の先生)

こ

れ
は

問

題
(一)

子
ど
も
ど
マ
ス
コ
ミ

子
ど
も
た
ち
が
、
い
ま
、

マ

ン
ガ
本
の
と
力
こ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
、
お
と
う
さ
ん
や
お

か
あ
さ
ん
が
た
の
恫
み
の
種
に

な
っ
て
い
ま
す
）
冫

ど
も

た
ち

は
、
あ
く

ど
い
刺
激
を
い
っ
ぱ

い
に
盛
り
こ
ん
だ

ヴ
ソ
ガ
木
を

時
４
所
篤
お
か
ま
い
な
し
に
読

み
ふ
げ
ｙ

ま
す
。

親
た
ち
が

ど
ん
な
に
押
さ
え

よ
う
と
し
て
も
、
サ
ッ
パ
リ
効

め
が
あ
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
の

雑
誌
も
、

ゞ
ソ
ガ
の
ペ
ー
ジ
が

半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

マ
ソ
ガ
は
こ
う
し
て
子
と
も
た

ち
の
心

に
深
く
食
い
こ
ん
で
い

る
の
で
す
。

一
方
、
テ
レ
ビ
が
子
ど
も
た

ち
を
引
き
っ
け
る
力

は
マ
ン
ガ

本

に
ま
さ
る
と
も
お
と
り
ま
せ

ん
。
お
も
し
ろ
い
番
組
が
次

か

ら
次

と
続
く
の
で
、
子
供

の
半

分
が
三
時
間
も
テ
レ
ビ
の
前

に
、

く
ぎ

づ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
日

五
時
間
も
見
る
と
い
う
子

ど
も

さ
え
相
当
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ
に
時
間
を

と
ら
れ
す
ぎ
て
、
か
ん
じ
ん
の

勉
強

も
テ

レ
ビ
を
見
な
が
ら
や

る
と
い
う
子

ど
も
さ
え
め
ず
ら

し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
「
ラ

ジ
オ

を
き
き
な
が
ら
、
テ

レ
ビ
を
見

な
が
ら
す
る
勉
強
…
…
ｙ
」
れ

を

「
な

が
ら
勉
強
」

と
い
わ
れ
て

い
ま
す
）

マ
ン

ガ
や
テ

レ
ビ
の
弊
害
と

い
わ
れ
て
い
る
も

の
を
ま
と
め

て
み
る
と
、
ま
ず
形

の
上
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
勉
強
や
生
活
の

仕
方
が
み
だ
れ
て
く
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

①
勉
強
が
お
ろ
そ
か
に
な
る

③
本
を
読
ま
な
く
な
る

③
生
活
の
き
ま
り
が
か
き

み

だ
さ
れ
る

④
夜
ふ
か
し
を
す
る
よ
う
。に

な
る

更
に

マ
ｙ

が
や
テ

レ
ビ
の
内
容

か
ら
く

る
弊
害
が
あ
り
ま
す
。

④
好
ま
し
く
な
い
刺
激
が
多

す
ぎ

る

④
そ

の
場
か
ぎ

り
の
楽
し
み

ば
か
り

追
う
よ
う
に
な
る

⑦
生
活
態
度
が
う
わ
つ
い
た

も
の
に
な
る

⑧
物
事
の
見
方
や
考
え
方
が

あ
さ
は
か
に
な
る

子
と
も

た
ち
が
あ
く

ど
い
刺
激

の
と
り
こ
と
に
な
っ
て

「
精
神

的
な
な
ま
け
も
の
」

に
さ
れ
て

し
ま
５
傾
向
が
強
い
と
よ
く
い
。

わ
れ
ま
す
。

こ
ん
な
悪
影
響
が
実

際
に
あ

る
と
す

れ
ば
、
ｙ
ｙ

が
や
テ
レ

ビ
に
と
り
っ
か
れ
て
い
る
子

ど

も
の
こ
と
を
、
真
剣
に
な
っ
て

心
配
す
る
の
が
親
た
ち
の
当
然

の
っ
と
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。し

か
し
、
マ
ン

ガ
や
テ

レ
ビ

に
も
非
常
に
よ
い
面
も
あ
り
ま

す
し
、
第
一
今
の
世
の
中
か
ら

マ
ソ
ガ
や
テ

レ
ビ
を
な
く
す

る

こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ

と
に
つ
い
て
世

の
親
さ
ん
た
ち

が
研
究
さ
れ
る

場
合
、
公
民
舘
の
ス
ラ
イ
ド
な

ど
ご
利
用

な
さ
れ
ば
便
利
だ
と

思
い
ま
す
。

N  H  K ラジオ
テ レ ビ

婦
人

学
級
放
送
か
知
ら
せ

Ｉ
ｆ
夜

も

利

用

で

き

る
Ｉ

Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
．教
養
番
組

の
一
つ
と
し
て

、
婦

人
学
級
向
け
放
送
を
し
て
い

た
こ

と
を
ご
承
知
の
方
が
多
い
と
思
い

ま
す

が
、
こ
れ
ま
で

の
昼
間

だ
け

の
放

送
で
は
、
農
村

や
職
場
の

グ

ル

ー
プ
の
方
力
に
は
利
用
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
四

月
か
ら
は
更
に

方
亀
再

生
放

送
す

る
こ

と
に
な
り

ま
し

た
。
下
駄

ば
き
、
エ
プ
ロ
ｙ

が
け
で
気
軽
に
集
ま
り
、
放

送
で

見
た
り
き
い
た
り
し
た
こ

と
を

、

み
ん
な

で
話
合
い
学
習

の
材
料

に

し
ま
し

よ
う
。

－
－

放
送
時
間
－

Ｉ

ラ

ジ
オ
婦
人
学
級

金

曜

日
　

後

一
・
石

上

一
・
呂

○

月
曜
日

（

第

一

放

送

。）

後

。
・
苔
－

へ
・
呂

（

第

二

放

送

）

テ

レ
ビ
婦
人
学
級

水
曜
日
　

後
一
・
言
一
一
・
吾

（
総
合
テ
レ
ビ
）

Ｏ
木
曜
日
　

後
（
・
呂
－
（
・
言

（
教
育
テ
レ
ビ
）

―
－

番

扣

の

内

容
－

１

今
日
ほ

ど
世
代
の
断
層
が
渫
く
大

き
い
時
代

は
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
は
げ
し
く
移
り
変
わ
る
社

会

の
中
で
、
次
の
世
代
を
に
な
う

子
ど
も

た
ち
を
、
社
会
の
よ
り
よ

き
一
員

と
し
て
成
長
さ
せ
、
社
会

人

と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
、
幸

福
な
生
活

を
導

く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
母
親
は

ど

う
し
た
ら
よ
い
か
を
考

え
る
た
め

に
、
四
・
五
・
六
月
に
は
次

の
よ
う

な
番
組
が
も
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
爾

く
わ
し
い
こ
と
は
、
公
民

舘
に
ご
相
談
下
さ
い
、

○
「
よ
い
市
民
と
は
」

Ｏ

「
全
国
婦
人
会
議
か
ら
Ｊ

Ｏ

「
子
ど
も
と
合
理
主
義
」

Ｏ

「
グ
ル
ー
プ
紹
介
、
質

問
に
答

え
て
」

Ｏ

「
科
学
の
進
歩
と
教
育
」

Ｏ

「
も
の
わ
か
り
が
い
い
と
い
う

け
れ
ど
」

Ｏ
「
女

が
就
職
す
る
と
い
う
こ

と
」

Ｏ

「
若

い
エ
ネ

ル
ギ
ー
」

Ｏ
「
あ
な
た
の
子
供
も
年
を
と
る
」

そ
の
他

グループ紹介

寸
刻
を
惜
し
ん
で

商

店

経

営

の
研

究

「
研
究
す
る
企
業

は

栄
え
、
研
究
し
な
い
企

業
は
坂
道
を
転
ろ
が
る

よ
う

に
落
ち
て
行
く
」
と
は
、
近

年
と
み
に
強
調
さ
れ
る
言
葉
で

あ

る
。
曲
り
角
に
来
だ
の
は
日
米

の

農
業
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
農
・

工
・

商
に
残

さ
れ
て
い
る
の
は
ア

イ

デ
ア
（
創

意
・
工
夫

）と
い
う
資

源
し
か

な
い
。
こ
う
し
た
折
、
経
営

学

を
ひ
も

と
き
、
寸
刻
を
惜
し
ん

で
自
己

の
経
営
を
研
究
し
合
っ
て

い
る
若

い
グ
ル

ー
プ
が
あ
る
。
次

の
世
代
を

に
た
う
若
人
た
ち
の
上

に

幸
多

か
れ
と
祈
り
つ
つ
、

こ
れ

を
町
民
の
皆
さ

ん
に
紹
介
す
る
。

こ
の

グ
ル

ー
プ
は
、
毎
月
二
回

定
例
会

を
開
い
て
、
各
自
の
問
題

を
提
供
し
て
討
議
し
、又

、
毎
月
福

島
市
や
仙
台
市
で
行
わ
れ
る
経
営

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
は
進
ん
で
出

席
、

帰
宅
後
は
こ
れ
が
報
告
、
批
判

の

会
を
開
く
な

ど
、
定
期
的
な
学
習

活
動
を
し
て
い

る
。
筒
毎
月
二
十

日
の
定
休
日
に
は
み
ん
な
揃
っ
て

先
進
地
の
視
察

に
出
か
け
る
と
い

う
Ｏ

こ
う
し
た
熱
心
な
若
人
が
一

人
で
も
多
く
寄
り
集
っ
て
各
自
の

経
営
を
安
定
さ
せ
、
も
っ
て
社
会

に
寄
与
す
る
こ
と
が
出
れ
ば
、
こ

の
上
な
い
喜

び
で
あ
る
。

こ
の
グ
ル
ー

プ
の
メ

ゾ
。（

Ｉ

は

次
の
通
り
で
あ

る
。

菅
野
亮
夫

、
渡
辺
亀
彦
、
酒

井

勇
、
高
橋
昇

、
穂
苅
及
郎
、
菅

野
正
美

○

完

納

で

伸

び

る

わ

が

町

わ

が

郷

土
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